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P.2-3 町長・町議会議員のご紹介
P.4 高森町消防団辞令交付式
P.4 泥りんピック 2015
P.6 牛深ハイヤまつり
P.6 高森東小・中、高森中運動会

新感覚！田んぼＤＥスポーツ
顔もカラダも泥だらけ。
新感覚！田んぼＤＥスポーツ
顔もカラダも泥だらけ。



草
村
大
成
町
長
の
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

新高森町をつくる６つの挑戦

高森
町長

① 観光立町を実現するための 「町づくり」
② 町の情報化を基盤とする 「町づくり」
③ 行財政改革を実現する 「町づくり」
④ 地域産業が元気な 「町づくり」
⑤ 誇りと夢と元気を生み出す教育による 「町づくり」
⑥ 健康いきいき＆子育て楽しい 「町づくり」

将来の子どもたちに「誇れる高森町」へ！将来の子どもたちに「誇れる高森町」へ！

草
くさ

村
むら

   大
だい

成
せい

  （48）

○
高
森
町
出
身　
　
　
　
　
　
　

○
日
本
大
学
文
理
学
部
卒
業

○
民
間
会
社
経
営
を
17
年
経
験　

○
平
成
23
年
熊
本
県
高
森
町
町
長
１
期
当
選

○
第
９
回
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
大
賞
優
秀
賞
（
首
長
部
門
）
受
賞

○
信
念
＝
仕
事
は
「
ま
っ
す
ぐ
・
ぶ
れ
ず
」
に
や
り
ぬ
く
！　

○
尊
敬
＝
両
親

引き続き、決意すること
① さらに加速！将来への明確なビジョン
② さらに加速！積極的な情報公開
③ さらに加速！政策実現のためのリーダーシップ

4 月 21 日 ~5 月 20 日

町長のうごき
町長 交 際 費

お 悔 やみ

●３４回の公務・会議への参加の一部です。
●他、１８回の準公務・政治活動への参加を行いました。

Kusamura Daisei

５
月
１
日
（
金
）
併
任
徴
収
辞
令
交
付
／
消
防
団
辞
令
交
付

５
月
８
日
（
金
）
町
議
会
第
３
回
臨
時
会

５
月
11
日
（
月
）
春
の
交
通
安
全
運
動
出
発
式

５
月
12
日
（
火
）
阿
蘇
世
界
文
化
遺
産
登
録
推
進
協
議
会
総
会
／

阿
蘇
市
町
村
会
総
会
（
阿
蘇
市
）

５
月
14
日
（
木
）
阿
蘇
郡
市
体
協
評
議
員
会
（
阿
蘇
市
）

５
月
17
日
（
日
）
高
森
中
学
校
運
動
会

５
月
18
日
（
月
）
青
少
年
育
成
町
民
会
議
／

町
人
権
同
和
推
進
協
議
会
役
員
会

５
月
20
日
（
水
）
道
路
整
備
促
進
期
成
会
全
国
協
議
会
（
東
京
都
）

交際費の予算は１年間で１００万円です。
残りの額は 936,436 円 です。

予算（交際費の内の弔費分）は１年間で２４万円です。
残りの額は 216,000 円 です。

日　付 金　額 分　類 主 な 内 容 備　考

4 月 29 日 ５，０００円 御樽 野焼き支援ボランティアとの交流会 村山区

5 月   7 日 ２０，０００円 広告代 コンサートプログラム広告 西岡はるみ音楽事務所

5 月 17 日 ５，０００円 特産品提供 第 19回東海熊本県人会総会 東海熊本県人会

5 月 20 日 ５，０００円 御樽 高森町商工会通常総会 高森町商工会

金　額 分　類 主 な 内 容 備　考

１２，０００円 弔費 香典代 6 件

※交際費での支出は「公的な行事」のみです。
※「公的な行事」の後の２次会、その他の会費、経費は全て自己負担となっています。

　

こ
の
た
び
、
町
民
の
皆
さ
ま
を
は
じ

め
各
方
面
か
ら
の
力
強
い
ご
支
援
を
賜

り
、
無
投
票
に
よ
り
引
き
続
き
高
森
町

長
の
重
責
を
担
わ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と

と
な
り
ま
し
た
。

　

皆
さ
ま
か
ら
お
寄
せ
い
た
だ
き
ま
し

た
信
頼
と
期
待
に
お
応
え
す
べ
く
「
ス

ピ
ー
ド
は
最
大
の
付
加
価
値
を
生
む
」

の
理
念
を
実
践
し
、「
誇
れ
る
高
森
町

づ
く
り
」
の
実
現
に
向
け
て
誠
心
誠
意

全
力
を
傾
注
し
て
い
く
覚
悟
で
ご
ざ
い

ま
す
。
今
後
と
も
よ
り
一
層
の
ご
理
解

ご
協
力
を
切
に
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

さ
て
、
１
期
目
４
年
は
当
然
初
め
て

で
は
あ
り
ま
し
た
が
、
皆
さ
ま
と
の
お

約
束
で
あ
る
マ
ニ
ュ
フ
ェ
ス
ト
に
掲
げ

た
事
項
の
92
・
９
％
を
達
成
す
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。「
光
フ
ァ
イ
バ
ー
情

報
網
の
整
備
」、「
高
森
町
観
光
立
町
推

進
基
本
条
例
」
の
制
定
、
情
報
公
開
度

県
内
１
位
の
獲
得
等
。
一
方
で
事
業
の

推
進
が
多
く
な
り
、
町
財
政
に
大
き
な

負
担
を
強
い
る
こ
と
と
な
る
た
め
、
実

効
性
の
高
い
補
助
金
や
交
付
金
の
獲
得

に
向
け
て
奔
走
し
て
参
り
ま
し
た
。
町

費
負
担
を
最
小
限
に
し
て
、
住
民
の
皆

さ
ま
に
満
足
い
た
だ
け
る
も
の
を
つ
く

り
あ
げ
る
こ
と
が
で
き
た
と
自
負
し
て

お
り
ま
す
。

　

２
期
目
に
お
き
ま
し
て
も
、
上
記
に

記
載
し
ま
し
た
「
６
つ
の
挑
戦
」
の
実

現
に
向
け
て
、
よ
り
具
体
的
に
し
て
い

く
こ
と
が
第
一
歩
に
な
る
と
思
っ
て
お

り
ま
す
。
こ
れ
ら
の
実
現
の
た
め
に
大

切
な
こ
と
は
、
首
長
と
し
て
「
ま
っ
す

ぐ
」「
ぶ
れ
ず
に
」
実
行
し
、
そ
の
進

捗
状
況
を
し
っ
か
り
「
情
報
公
開
」
を

す
る
こ
と
で
、
説
明
責
任
を
果
た
し
て

い
く
こ
と
で
す
。

　

ま
た
、
主
権
者
で
あ
る
住
民
の
皆
さ

ま
の
積
極
的
な
参
画
に
よ
り
、「
住
民

が
主
役
」
の
町
を
、
２
期
目
は
さ
ら
に

加
速
さ
せ
て
い
く
こ
と
を
目
指
し
て
い

き
ま
す
。

　
　
　

高
森
町
長　

草　

村　

大　

成

就
任
あ
い
さ
つ

平成27年6月8日発行 670号 （2）



4 月 24 日執行

「高森町議会議員一般選挙」

芹口  誓彰（67）
現職・当選 2 回
（芹口・芹口）

立山  広滋（56）
現職・当選３回
（高森・昭和）

今
期
の
町
議
会
議
員
を
紹
介
し
ま
す 佐伯  金也（56）

元職・当選 5 回
（高森・村山）

興梠  壽一（60）
現職・当選２回

（矢津田・赤羽根）

岩下  健治（66）
新人・当選 1 回
（高森・下町）

本田  生一（64）
元職・当選３回

（上色見・洗川）

牛嶋津世志（56）
新人・当選 1 回

（高森・森）

森田  　勝（62）
現職・当選３回
（高森・冬野）

後藤  三治（59）
現職・当選 2 回
（高森・冬野）

田上  更生（64）
現職・当選３回
（尾下・下山）

※ 敬称略。並びは左上より議席番号順です。

議　長 田上　更生

議会運営委員会
本会議の会期日程等議会の運営に関することなど。

委  員  長　　立山　広滋
副委員長　　芹口　誓彰
委　　員　　後藤　三治
委　　員　　佐伯　金也

総務常任委員会
  行財政の運営、地域振興、町有財産の管理、町税、防災、
  地籍調査、商工業、観光の振興に関することなど。

委  員  長　　芹口　誓彰
副委員長　　岩下　健治
委　　員　　牛嶋津世志
委　　員　　興梠　壽一
委　　員　　立山　広滋
委　　員　　本田　生一

文教厚生常任委員会
  社会福祉と健康、環境衛生、保育園、学校教育及
  び社会教育の振興に関することなど。

委  員  長　　立山　広滋
副委員長　　牛嶋津世志
委　　員　　興梠　壽一
委　　員　　本田　生一
委　　員　　佐伯　金也

建設経済常任委員会
  農林水産業、土木行政、水道事業及び農業用水事
  業に関することなど。

委  員  長　　後藤　三治
副委員長　　森田　　勝
委　　員　　岩下　健治
委　　員　　芹口　誓彰
委　　員　　田上　更生

議会広報特別委員会
議会広報に関することなど。

委  員  長　　興梠　壽一
副委員長　　牛嶋津世志
委　　員　　岩下　健治
委　　員　　後藤　三治

阿蘇広域行政事務組合議会
阿蘇広域行政事務組合に関することなど。

森田  　勝　本田  生一　佐伯  金也

監査委員
監査に関することなど。

興梠　壽一

副議長 佐伯　金也

　町の最高議決機関「議会」。ここで予算や条例改正など重要事項を審議し、決定します。
　４月 26 日（日）「高森町議会議員一般選挙」が行われ、現職６人、元職２人、新人２人が
当選しました。翌日、27 日（月）には、高森町役場において「当選証書」が交付されました。
　５月８日（金）に初議会が開かれ、議長や副議長、各常任委員長などが決まりました。議
会と行政はお互いの立場を尊重しながら、町がよい方向に進むよう努めています。

　有権者数　　5,793 人　　　
　投票者総数　4,750 人（うち投票所における投票者数　2,940 人、不在者投票数　45人、期日前投票者数　1,765 人）
　無効投票数　51票　　投票率　82.0％

　

町
民
の
皆
さ
ま
に
は
、
日
ご
ろ
か
ら
町
議
会
に
対
し
ま

し
て
、
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
、
心
か
ら
感
謝
申
し
上

げ
ま
す
。

　

去
る
５
月
の
臨
時
会
に
お
き
ま
し
て
、
議
員
各
位
の
ご

推
挙
に
よ
り
、
引
き
続
き
議
長
に
就
任
い
た
し
ま
し
た
。

誠
に
身
に
余
る
光
栄
で
あ
り
、
責
務
の
重
さ
に
身
が
引
き

締
ま
る
思
い
で
あ
り
ま
す
。
本
町
の
財
政
状
況
は
、
一
段

と
厳
し
い
状
況
で
あ
り
ま
す
が
、
福
祉
・
教
育
・
環
境
（
観

光
）・
防
災
な
ど
各
分
野
で
更
に
加
速
し
て
い
か
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

議
会
と
い
た
し
ま
し
て
も
、「
地
方
創
生
」
を
施
策
の

好
機
と
捉
え
、
少
子
・
高
齢
化
社
会
に
向
け
て
柔
軟
か
つ

的
確
に
対
応
し
、
少
し
で
も
幸
せ
と
感
じ
未
来
に
希
望
を

持
て
る
町
づ
く
り
の
た
め
全
力
を
尽
く
し
て
参
り
ま
す
。

　

町
民
の
皆
さ
ま
の
議
会
活
動
に
対
す
る
関
心
は
、
極
め

て
大
き
な
も
の
が
あ
り
、
同
時
に
そ
の
期
待
に
応
え
て
い

く
必
要
が
あ
る
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

議
会
基
本
条
例
に
基
づ
い
た
活
動
を
さ
ら
に
推
進
し
、

情
報
公
開
と
町
民
参
加
を
基
本
と
し
た
議
会
運
営
に
努

め
、
よ
り
「
開
か
れ
た
議
会
」
と
な
る
よ
う
最
善
の
努
力

を
尽
く
す
決
意
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

ま
た
、
議
員
自
ら
研
鑽
を
深
め
、
議
会
の
改
革
・
活
性

化
、
チ
ェ
ッ
ク
機
能
の
よ
り
一
層
の
充
実
を
図
り
、
そ
の

使
命
達
成
に
努
め
て
参
り
ま
す
。

　

皆
さ
ま
方
の
一
層
の
ご
支
援
、
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ

う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
し
て
就
任
の
ご
あ
い
さ
つ
と
い
た

し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　

高
森
町
議
会
議
長　

田　

上　

更　

生

議
長
就
任
の

　

    

あ
い
さ
つ

広報たかもり（3）



●新入団員（敬称略）

分団名 氏　名

 機動部 井芹　英憲

第１分団２部 矢津田明大

第２分団２部 遠山　彰太

第３分団 本田人史希

第３分団 二子石悠平

第４分団２部 古川　雅堂

第５分団 塚本　翔太

第５分団 甲斐　政紀

第５分団 田代　寛進

第５分団 椎葉　雄人

第７分団２部 児玉　明　

第８分団 白石　匠　

第８分団 後藤　優也

第 10 分団 瀬井　雄三

第 11 分団 君嶋　耕　

●新分団長（敬称略）

分団名 氏　名

第１分団 伊藤　靖　

第２分団 田代　勝　

第５分団 楢木野秀徳

第９分団 阿南　誠二

第 13 分団 白石　豊和

●本部員階級変更（敬称略）

階　級 氏　名

団　長 渡邉　博実

副団長 林　　淳一

●女性新入団員（敬称略）

本

部

衛藤  千佳　林田恵梨子

倉岡  沙織　後藤　理奈

紫垣  香子　矢野有里絵

高森町消防団辞令交付式
地域のHERO

　

５
月
１
日
（
金
）、
高
森
総
合
セ
ン
タ
ー
で
「
高
森

町
消
防
団
辞
令
交
付
式
」
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

今
年
度
は
、
新
入
団
員
21
名
（
う
ち
女
性
６
名
）
が

任
命
さ
れ
、
総
員
318
名
（
う
ち
女
性
12
名
）
で
す
。

　

草
村
大
成
町
長
の
あ
い
さ
つ
に
続
き
、
団
服
に
身
を

包
ん
だ
新
入
団
員
と
階
級
変
更
団
員
に
対
し
、
渡
邉
新

団
長
か
ら
辞
令
が
交
付
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
次
の
２
名
が
日
本
消
防
協
会

か
ら
そ
れ
ぞ
れ
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

精
績
章

　

児
玉
幸
之
助
副
団
長

　

■ 

消
防
歴
20
年
以
上
の
団
長
及
び
副
団

　
　

 

長
が
表
彰
さ
れ
ま
す
。

勤
続
章

　

阿
南
時
治
団
員
（
第
１
分
団
１
部
）

　

■ 

平
素
良
く
消
防
業
務
に
精
励
し
、
勤

　
　

 

続
30
年
以
上
の
人
が
表
彰
さ
れ
ま
す
。

生
命
と
財
産
を
守
る

新
入
団
員
・
階
級
変
更
団
員（
分
団
長
以
上
）を
ご
紹
介
！

　

火
災
時
を
は
じ
め
、
地
域
の
安
全
確
保
の
た
め
に
大
き
な
役
割
を

果
た
し
て
い
る
消
防
団
。
団
員
は
そ
れ
ぞ
れ
に
仕
事
を
も
ち
な
が
ら
、

地
域
住
民
の
生
命
と
財
産
を
守
る
た
め
に
活
動
し
て
い
ま
す
。

　

今
後
も
、
皆
さ
ま
の
ご
理
解
ご
協
力
を
宜
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

▲ 渡邉団長から伝達を受ける児玉副団長

　

５
月
17
日
（
日
）、
今
年
も
高
森
湧
水
ト

ン
ネ
ル
公
園
近
く
の
田
ん
ぼ
で
開
催
し
ま
し

た
。
天
気
に
恵
ま
れ
、
多
く
の
観
客
が
見
守

る
な
か
始
ま
り
ま
し
た
。
午
前
の
ミ
ニ
バ

レ
ー
に
は
、
昨
年
よ
り
も
多
い
24
チ
ー
ム
が

参
加
。
ボ
ー
ル
を
追
っ
て
ダ
イ
ブ
す
る
参
加

者
も
い
て
、
全
身
泥
だ
ら
け
で
熱
戦
を
繰
り

広
げ
ま
し
た
。
午
後
で
は
、
ビ
ー
チ
フ
ラ
ッ

グ
や
綱
引
き
の
競
技
。
メ
イ
ン
は
子
ど
も
た

ち
で
し
た
が
、
大
人
も
一
緒
に
な
っ
て
楽
し

む
姿
が
と
て
も
印
象
的
で
し
た
。

　

イ
ベ
ン
ト
を
盛
り
上
げ
た
Ｒ
Ｊ
Ｋ
、
泥
猿

の
皆
さ
ん
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

５
月
２
日
（
土
）・
３
日
（
日
）、
町
民
グ

ラ
ウ
ン
ド
で
ア
ー
セ
ナ
ル
サ
ッ
カ
ー
ス
ク
ー

ル
の
ハ
ワ
イ
ヘ
ッ
ド
コ
ー
チ
、
ピ
ー
タ
ー
・

キ
ロ
フ
さ
ん
に
よ
る
サ
ッ
カ
ー
ス
ク
ー
ル
を

行
い
ま
し
た
。
高
Ｓ
Ｐ
Ｏ
（
ジ
ュ
ニ
ア
サ
ッ

カ
ー
教
室
）
の
ほ
か
、
町
外
か
ら
も
子
ど
も

た
ち
が
参
加
。
ピ
ー
タ
ー
コ
ー
チ
は
英
語
だ

け
で
な
く
、
所
々
日
本
語
混
じ
り
の
話
し
方

で
分
か
り
や
す
い
よ
う
に
指
導
し
て
い
ま
し

た
。
最
後
に
技
を
磨
い
た
子
ど
も
た
ち
へ
、

修
了
証
書
と
サ
イ
ン
入
り
色
紙
が
渡
さ
れ
る

と
、
み
ん
な
嬉
し
そ
う
で
し
た
。

　

今
回
学
ん
だ
こ
と
を
、
こ
れ
か
ら
の
大
会

で
発
揮
し
て
欲
し
い
と
思
い
ま
す
。

泥
り
ん
ピ
ッ
ク

学
ぶ
世
界
屈
指
の
技

高
Ｓ
Ｐ
Ｏ
は
ス
ポ
ー
ツ
振
興
く
じ

（
ｔ
ｏ
ｔ
ｏ
） 

の
助
成
を
受
け
た

事
業
で
す
。

問 高ＳＰＯ事務局
☎６２－２９９１

http://www.takaspo.jp/

※スマホ、携帯からでも閲覧可能です。
   ＷＥBページもぜひご覧ください！

2015

【 

ア
ー
セ
ナ
ル
サ
ッ
カ
ー
ス
ク
ー
ル
キ
ャ
ン
プ
in
熊
本 

】 

開
催
！

　
　

■ 

対
象
：
７
歳
～
13
歳　
　
　

■ 

会
場
・
高
森
町
民
グ
ラ
ウ
ン
ド

　
　

■ 

開
催
期
間　

第
１
ク
ー
ル
：
８
月
18
日（
火
）～
８
月
20
日（
木
）

　
　
　
　
　
　
　

 　

第
２
ク
ー
ル
：
８
月
21
日（
金
）～
８
月
23
日（
日
）

告   知

教育委員会事務局
☎６２－１１１１
内線２４２

平成27年6月8日発行 670号 （4）



源泉所得税の納期の特例制度
源泉所得税の区分 納付期限
１～６月に源泉徴収
した所得税及び復興
特別所得税

7 月 10 日

７～１２月に源泉徴
収した所得税及び復
興特別所得税

翌年

1 月 20 日

問 住民福祉課  福祉係    ☎ 62-1111  内線 133

　「現況届」は毎年受給者の状況を把握し、６月分以降の児童
手当等を引き続き受ける要件（児童の監護状況や生計同一関係
など）を満たしているかどうかを確認するためのものです。

　６月上旬に受給者へ「現況届」を発送しますので、６月３０
日（火）までに住民福祉課または、最寄りの役場庁舎窓口に提
出をお願いします。「現況届」の提出がない場合には６月以降
の手当が受けられなくなりますので必ず提出してください。

　　　● 請求者の健康保険証の写し
　　　● 平成 27 年 1 月１日現在、住民登録がない人
　　　　　⇒ 前住所地から請求者及び配偶者の平成 26 年分
　　　　　　 の児童手当用所得証明書を取得してください。
　　　● 単身赴任等で児童と別居している人
　　　　　⇒ 児童の住所地の住民票謄本と別居監護申立書
　　　　　　 （住民福祉課で用意してあります。）

児童手当受給者へー現況届の提出をー

　消費税率引き上げによる負担を緩和するため、支給されます。

　町は、平成 27 年１月１日時点で住民登録が本町にある人を
対象に申請書等を個別に送付します。それぞれ、指定された期
日までに住民福祉課の専用窓口へ申請をお願いします。

臨時給付金の申請をお忘れずに ! ！

問 住民福祉課  福祉係  ☎ 62-1111 内線 132・133

　回覧文書でお知らせしていますが、希望される場合は６月
３０日までに役場へご連絡ください。また、表彰を受けられ
る場合は、９月上旬頃の熊本日日新聞（金婚夫婦のみ）、広
報誌への記事掲載、たかもりポイントチャンネルでの放映を
予定していますので、予めご了承ください。

★ 婚姻届出の年月日により確認します。ただし、近親者（家族）
　 等の第三者の証明書（※）により確認が可能です。
　 ※ 証明書用紙は希望者へ担当課から送付します。

金婚夫婦・ダイヤモンド婚夫婦表彰
申し込み（６月 30 日までに役場へ）

問  住民福祉課  福祉係　　　　　　　
　　   ☎ 62-1111　 内線 132

振り込め詐欺や個人情報の詐欺にご注意を！
ATM の操作や手数料等の振り込みを求めることはあ
りません。不審に思ったら役場や警察にご連絡下さい。

４月21日（火）、わらべうたの会のようす

　

た
か
も
り
ポ
イ
ン
ト
チ
ャ
ン

ネ
ル
の
取
材
も
あ
り
、
参
加
者

は
少
し
緊
張
し
た
様
子
で
始

ま
っ
た
お
は
な
し
会
。次
第
に
、

い
つ
も
の
よ
う
に
親
子
遊
び
や

本
の
読
み
聞
か
せ
、
パ
ネ
ル
シ

ア
タ
ー
に
夢
中
に
な
っ
て
い
ま

し
た
。
参
加
し
た
子
ど
も
の
半

数
が
誕
生
日
前
の
０
歳
児
で
、

黙
っ
て
聞
い
た
り
、
嬉
し
そ
う

な
声
を
出
し
た
り
す
る
な
ど
和

や
か
に
進
行
。
タ
ン
ポ
ポ
の
花

に
見
立
て
た
折
り
紙
飛
ば
し
に

は
、
親
子
共
々
夢
中
に
な
っ
て

一
緒
に
遊
び
ま
し
た
。

　

梅
雨
に
入
る
と
家
の
中
で
の

活
動
が
増
え
、
欲
求
不
満
に
な

り
が
ち
で
す
ね
。
そ
こ
で
色
見

生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
に
お
い

て
、「
お
も
い
っ
き
り
身
体
を
動

か
し
て
楽
し
も
う
！
」
と
い
う

会
を
企
画
し
ま
し
た
。
詳
細
や

参
加
希
望
者
は
、
セ
ン
タ
ー
ま

で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

経
済
的
な
理
由
等
で
国
民
年

金
保
険
料
を
納
付
す
る
こ
と
が

困
難
な
場
合
に
は
、
申
請
に
よ

り
保
険
料
の
納
付
が
免
除
・
猶

予
と
な
る「
保
険
料
免
除
制
度
」

や
「
若
年
者
（
30
歳
未
満
）
納

付
猶
予
制
度
」
が
あ
り
ま
す
。

　

保
険
料
の
免
除
や
猶
予
を
受

け
ず
、
保
険
料
が
納
め
忘
れ
の

状
態
で
万
一
、
障
害
や
死
亡
と

い
っ
た
不
慮
の
事
故
の
事
態
が

発
生
す
る
と
、障
害
基
礎
年
金
・

遺
族
基
礎
年
金
が
受
け
ら
れ
な

い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

平
成
27
年
度
の
免
除
等
の
受

付
は
７
月
１
日
か
ら
開
始
さ

れ
、
平
成
27
年
７
月
か
ら
平
成

28
年
６
月
ま
で
の
期
間
を
対
象

と
し
て
審
査
し
ま
す
。
原
則
、

毎
年
度
申
請
が
必
要
で
す
。

　

平
成
27
年
７
月
に
申
請
す
る

場
合
は
、
平
成
26
年
７
月
か
ら

平
成
27
年
６
月
分
ま
で
の
期
間

（
前
１
年
間
分
）
に
つ
い
て
も

申
請
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

７
月
に
前
１
年
間
分
の
免
除
等

も
申
請
さ
れ
る
場
合
は
、
申
請

書
を
２
枚
提

出
さ
れ
る
よ

う
お
願
い
し

ま
す
。

　

源
泉
徴
収
し
た
所
得
税
及
び

復
興
特
別
所
得
税
は
、
給
与
な

ど
を
支
払
っ
た
月
の
翌
月
10
日

ま
で
に
納
付
し
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。

　

ま
た
納
付
す
べ
き
税
額
が
な

い
場
合
で
も
、
翌
月
10
日
ま
で

に
納
付
書
（
給
与
所
得
・
退
職

所
得
等
の
所
得
税
徴
収
高
計
算

書
）
を
税
務
署
へ
提
出
す
る
必

要
が
あ
り
ま
す
（
ｅ
‐
Ｔ
ａ
ｘ

の
利
用
又
は
郵
送
等
に
よ
る
提

出
も
可
能
で
す
）。

　

給
与
の
支
給
人
員
が
常
時
10

人
未
満
で
あ
る
源
泉
徴
収
義
務

者
は
一
定
の
手
続
を
す
る
こ
と

に
よ
り
、
源
泉
徴
収
し
た
所
得

税
及
び
復
興
特
別
所
得
税
を
半

年
分
ま
と
め
て
納
付
す
る
こ
と

が
で
き
る「
納
期
の
特
例
制
度
」

を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

税
税　

務

子
子
育
て

福
福　

祉

国
民
年
金
だ
よ
り
（
保
険
料
免
除
等
の
申
請
）

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

活
動
状
況
報
告
と

新
し
い
企
画

国
税
だ
よ
り
（
源
泉
所
得
税
の
納
付
）

問 

住
民
福
祉
課　

福
祉
係

☎
（
62
）
１
１
１
１　

内
線
１
３
２

問 

高
森
町
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

☎
（
62
）
３
３
１
１

問 

阿
蘇
税
務
署　

☎
０
９
６
７
（
22
）
０
５
５
１

４
月
15
日
（
水
）

　

  

お
は
な
し
会
で
は

体
育
館
で
遊
ぼ
う
！―●―●―  子育て世帯臨時特例給付金  ―●―●―

  申請書は、児童手当現況届に同封して送付します。
　　　　　   　       【支給額】
　　　　　   　 　    児童手当の対象となる
　　　　　   　 　    児童１人につき３，０００円
　　　　　   　       【受け取る方】
　　　　　   　 　    平成２７年６月分の児童手当を
　　　　　   　 　    受けている子育て世帯の人
　　　　　   　 　    ★所得が制限額以上の人は除く

―●―●―    臨時福祉給付金    ―●―●―
  申請書発送は、平成２７年８月下旬頃です。
  【支給額】　
    １人につき６，０００円
  【受け取る方】
    住民税が課税されていない人
    ★課税されている人の扶養親族
　　 や生活保護受給者は除く

必
要
な
添
付
書
類

ダイヤモンド婚夫婦 金婚夫婦
① 満 60 年に達した次の夫婦
　 昭和 29 年 9 月 1 日 ～
　 昭和 30 年 8 月 31 日に結婚
② すでに満 60 年に達し、
　 平成 26 年度までに表彰を
　 受けていない夫婦

① 満 50 年に達した次の夫婦
　 昭和 40 年 1 月 1 日 ～
　 同年 12 月 31 日に結婚
② すでに満 50 年に達し、
　 平成 26 年度までに表彰を
　 受けていない夫婦

広報たかもり（5）



消　

防  

南
部
分
署

問  

☎
（
62
）
９
０
３
４

子
ど
も
の
読
書

活
動
推
進
貢
献
に

町内農家へ
都市部の学生が滞在

4月27日（月）

4月18日（土）・19日（日）

　

今
年
も
梅
雨
の
季
節
と
な
り
ま
し

た
。
梅
雨
の
季
節
で
も
熱
中
症
で
救
急

搬
送
さ
れ
る
方
が
多
い
の
を
皆
さ
ん
は

ご
存
知
で
し
ょ
う
か
？

　

熱
中
症
と
言
え
ば
、
７
月
か
ら
８
月

に
か
け
て
多
い
と
思
わ
れ
が
ち
で
す

が
、
実
は
梅
雨
の
晴
れ
間
に
も
多
く
み

ら
れ
ま
す
！

　

夏
本
番
と
比
べ
て
、
梅
雨
の
季
節
は

体
が
暑
さ
に
慣
れ
て
お
ら
ず
、
急
な
暑

さ
に
対
応
で
き
に
く
い
こ
と
が
挙
げ
ら

れ
ま
す
。
雨
が
降
っ
た
後
に
晴
れ
る
と

気
温
・
湿
度
共
に
上
昇
し
、
蒸
し
蒸
し

と
し
た
状
態
と
な
っ
て
熱
中
症
に
な
り

や
す
い
環
境
に
な
り
ま
す
。
屋
外
に
限

ら
ず
、
屋
内
で
も
注
意
が
必
要
で
す
。

　

熱
中
症
は
発
汗
に
よ
り
、
体
内
か
ら

水
分
や
塩
分
が
失
わ
れ
て
発
症
し
ま

す
。
こ
の
た
め
一
般
的
な
予
防
策
と
さ

れ
る
水
分
補
給
や
規
則
正
し
い
生
活
に

加
え
、
体
を
暑
さ
に
慣
れ
さ
せ
る
こ
と

が
大
切
で
す
。
水
分
を
し
っ
か
り
と
摂

り
な
が
ら
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
な
ど
で
体
を

動
か
し
、
普
段
か
ら
体
温
を
上
げ
て
体

を
暑
さ
に
慣
ら
し
て
お
く
と
良
い
で

し
ょ
う
。

　

詳
し
い
予
防
法
や
、
熱
中
症
に
な
っ

た
時
の
対
処
法
が
総
務
省
消
防
庁
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
内
の
「
熱
中
症
対
策
リ
ー
フ

レ
ッ
ト
」
に
掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
の
で

参
考
に
し
て
く
だ
さ
い
。

な
ぜ
６
月
に

起
こ
り
や
す
い
の
？

梅
雨
時
期
も
油
断
大
敵
！
熱
中
症

　天草地域との交流を深めるため、今年も参加した牛深ハイヤまつ
り。本町から約 50 名が天草市牛深町を訪れ、ハイヤ踊りを披露し
ました。メイン会場では赤牛や地鶏、地酒「霊山」などを販売。ス
テージでは高森にわかを披露するなど町をＰＲしました。
　更に今年は、２日目に中心地から少し外れた
茂串地域でハイヤ踊りを披露し、地域住民と心
の通う交流が実現。また、ハイヤ名人として町
から２名が選出されるなど注目を集めました。

今
年
も
参
加
！

牛
深
ハ
イ
ヤ

ま
つ
り

予
防
法

屋内でも発汗に注意し、
こまめな水分補給を

外出時は暑さ対策を忘れずに

http://www.fdma.go.jp/html/data/
　　　　　　tuchi2605/pdf/260514-1.pdf

消防庁　熱中症対策リーフレット

　香川県の坂出中学校の学生およそ 50 名が高森
町でファームステイ（農家民泊）をしました。
　都市部の人が“農“にふれる体験は、全国的に
広く実施されており、ここ高森町では数年前から
主に学生を対象にファームステイを実施していま
す。今回、町の広範囲にわたって受け入れた農家
はおよそ 10 軒。受入農家は、農作業体験を実施
しながら地域や農業などについて分かりやすく教
えていました。

高
森
東
小
・
中
学
校
、

高
森
中
学
校
の

運
動
会（
体
育
大
会
）

4月28日（火）

　17 日に行われた高森中学校
体育大会。紅白に分かれ、練習
の成果を競いました。また、素
晴らしい演技に客席からは拍手
や歓声がおくられました。

　23 日、20 回目を迎えた東小・中
学校の合同運動会。今年は高森東学
園小中学校合同運動会として開催さ
れました。また、地域の運動会も兼
ねており、それぞれ白団（津留・野尻・

尾下・河原）赤団（草部南部・草部北部）

に別れて競技がスタート。昨年とま
た違った取り組みが行われ、大変盛
り上がりました。

5月17日（日）/ 5月23日（土）

平成27年6月8日発行 670号 （6）



高
森　

警
察
署

問  

通
報
・
相
談　

☎
（
62
）
０
１
１
０

　子どもの読書活動推進に貢献されたとして、後藤良子
さん（高森・旭通）が文部科学大臣表彰を受けました。
受賞後、後藤さんは町教育委員会を訪問。草村町長・佐
藤教育長から激励の言葉がおくられました。
　後藤さんは、2000 年に自宅敷地内に私設の絵本館「木
いちご」を開館。約 1,000 冊の絵本の貸し出しや読み聞
かせに取り組んでいます。また、たかもりポイントチャ
ンネル（10ch）では、絵本を紹介する番組「絵本の広場」
に出演し、子どもの心を育む活動をしています。

　全国的にも有名になった県の公
式キャラクター「くまモン」が草
部南部地域にやってきました。
　町の「風まる」と一緒に訪れた
のは菅山の棚田。阿蘇の農業遺産
資源に登録されています。今回の
訪問は、昨年に阿蘇地域が世界農
業遺産に認定されたことを広くＰ
Ｒする活動の一環です。地元住民
が集まるなか、田植機に乗って
ポーズをとるくまモン。奥阿蘇物
産館でも高森の棚田で獲れたお米
をしっかりＰＲしてくれました。

風
ま
る
と

　

く
ま
モ
ン

　
　

草
部
南
部
へ

　5 月 11 日から 20 日にかけて「春の全国交通安
全運動」が展開され、初日の 11 日には高森総合
センターで出発式が行われました。高森警察署員
や交通安全協会員など約 200 名が出席。高森保育
園の子どもたちも参加し、「交通事故に遭わない
ために交通ルールを守ります」と大きな声で宣言
しました。式後は、国道 325 号線の工業団地入り
口付近で、交通安全母の会のメンバーがドライ
バーに交通安全を呼びかけました。

交
通
安
全
を

呼
び
か
け
て
、

交
通
事
故
の
防
止
を

　色見保育園の年少・年中・年長児 13 人がサクランボ
狩りを楽しみました。これは、奥阿蘇フルーツガーデン
を営む林高造さん（野尻・川上）が地域住民への恩返し
として始めたもので、はじめて色見保育園の子どもたち
を招待しました。子どもたちは、赤く色づくそれをみて

「リンゴみたい」と笑い、手が届くものを必死に探して
いました。夢中になりながら、コップいっぱいになるほ
ど収穫すると木陰でちょっと味見。甘酸っぱい味に子ど
もたちは、満面の笑みを見せてくれました。

　高森町一早い祭りとされる色見熊野座神社の夏
季大祭が行われました。これは、秋の豊作と地域
住民の健康を願って、200 年以上も続いてきた伝
統的な祭りです。静寂した境内で６人の稚児とそ
の保護者が付き添って神事が執り行われました。
その後、地区の男性たちが２基の神輿を担ぎ、「神
輿うた」を唄いながら色見地区の各集落をねり歩
きました。

ひ
と
あ
し
早
く
、

色
見
熊
野
座
神
社

夏
季
大
祭

色見保育園の園児
仲良くサクランボ狩り

5月11日（月）

5月15日（金）

5月21日
（木）

5月17日（日）

■
不
法
就
労
防
止
措
置
（
就
労
資
格
の

確
認
等
）
の
徹
底
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
外
国
人
の
留
学
生
を
雇
用
す
る
に

は
留
学
生
自
身
が
法
務
大
臣
の
許
可
を

受
け
る
必
要
が
あ
り
、就
業
時
間
も
制

限
が
あ
り
ま
す
。雇
用
す
る
際
は
パ
ス

ポ
ー
ト
や
在
留
資
格
を
確
認
し
、許
可
に

応
じ
た
就
業
に
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

■
日
常
の
生
活
指
導
、
研
修
、
技
能
実

習
、
留
学
等
の
終
了
後
に
確
実
な
帰
国

の
確
保
が
で
き
る
よ
う
責
任
あ
る
受
入

を
お
願
い
し
ま
す
。

■
興
業
資
格（
ダ
ン
サ
ー
や
シ
ン
ガ
ー
）

で
入
国
し
た
外
国
人
を
ホ
ス
テ
ス
と
し

て
接
客
業
務
に
従
事
さ
せ
れ
ば
、
法
律

違
反
に
な
り
ま
す
の
で
注
意
し
て
く
だ

さ
い
。
雇
用
す
る
際
は
適
正
な
業
者
か

ら
斡
旋
を
受
け
、
適
切
な
雇
用
を
お
願

い
し
ま
す
。

①
外
国
人
雇
用
企
業
、

　
団
体
等
の
皆
さ
ま
へ

外
国
人
の
不
法
就
労
、不
法
滞
在
の

防
止
に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
！

「ダメ・ゼッタイ」薬物乱用を防止しよう

②
研
修
生
、
技
能
実
習
生

　
の
受
入
企
業
及
び
受
入

　
入
学
等
の
皆
さ
ま
へ

③
ス
ナ
ッ
ク
な
ど
の
風
俗

　
営
業
を
営
む
皆
さ
ま
へ

「合法ハーブ」「合法ドラッグ」「お香」「ア
ロマ」等という表現に騙されてはいけま
せん。覚醒剤等薬物に関する相談は、警
察本部の「覚醒剤相談電話  （☎０９６－
３８４－４４４４）」又は高森警察署に遠
慮なくご相談ください。秘密は厳守します。

広報たかもり（7）



健　康

人　権

その他
　

平
成
24
年
に
外
国
人
登
録
制

度
が
廃
止
さ
れ
、
特
別
永
住
者

が
所
持
し
て
い
る
外
国
人
登
録

証
明
書
は
一
定
期
間
は
（
新
し

く
で
き
た
）
特
別
永
住
者
証
明

書
と
み
な
さ
れ
ま
す
が
、
有
効

期
間
の
満
了
日
ま
で
に
外
国
人

登
録
証
明
書
か
ら
特
別
永
住
者

証
明
書
に
切
り
替
え
る
必
要
が

あ
り
ま
す
。

　

申
請
場
所
は
、
居
住
す
る
市

区
町
村
の
窓
口
で
す
。

問 

住
民
福
祉
課　

住
民
係　

☎
（
62
）
１
１
１
１

外
国
人
登
録
証
明
書
か
ら
特
別
永
住
者
証
明
書
へ

の
切
り
替
え
を
お
願
い
し
ま
す
！

　

山
崩
れ
が
起
こ
る
場
所
、
危

険
箇
所
を
よ
く
注
意
し
て
み
る

と
、
危
険
信
号
と
思
わ
れ
る
変

化
が
現
れ
る
場
所
が
多
く
あ
り

ま
す
。
普
段
か
ら
注
意
し
て
見

て
お
き
ま
し
ょ
う
。
危
険
信
号

を
感
じ
た
ら
、
農
林
政
策
課
ま

た
は
阿
蘇
地
域
振
興
局
林
務
課

ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　

も
し
、
災
害
が
起
こ
っ
た
ら

現
場
に
近
づ
か
ず
、
す
ぐ
に
避

難
し
て
く
だ
さ
い
。避
難
場
所
、

避
難
経
路
に
つ
い
て
も
日
頃
か

ら
家
族
や
地
域
ぐ
る
み
で
確
認

し
合
う
と
と
も
に
、
降
雨
時
に

は
テ
レ
ビ
な
ど
の
気
象
情
報
に

十
分
注
意
を
払
い
ま
し
ょ
う
。

山
地
災
害
防
止

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
実
施
中

問 

農
林
政
策
課  

農
林
振
興
係  

☎
（
62
）
１
１
１
１

　

  

阿
蘇
地
域
振
興
局
林
務
課    

☎
（
22
）
２
３
１
２

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
標
語
／
歴
史
あ
る

山
の
み
ど
り
が　
地
域
を
守
る

　

食
事
を
お
い
し
く
頂
け
る
と

い
う
こ
と
は
、
生
活
の
質
を
豊

か
に
す
る
上
で
必
要
不
可
欠
な

も
の
で
す
。
し
か
し
、
む
し
歯

や
歯
肉
炎
な
ど
に
な
っ
て
し
ま

う
と
食
事
が
お
い
し
く
食
べ
ら

れ
な
く
な
る
だ
け
で
は
な
く
、

様
々
な
問
題
が
生
じ
ま
す
。

① 

食
べ
物
の
摂
取
・
味
わ
う

　

歯
は
食
品
を
噛
み
砕
い
て
飲
み

込
み
や
す
く
、
消
化
し
や
す
く
す

る
と
い
う
役
割
が
あ
る
。
ま
た
食

べ
物
は
口
の
中
で
よ
く
噛
み
砕
か

れ
る
と
、
味
に
影
響
す
る
物
質
が

唾
液
に
溶
け
込
み
食
べ
物
の
味
わ

い
を
よ
り
感
じ
る
よ
う
に
な
る
。

② 

発
音
を
は
っ
き
り
と
さ
せ
る

　

歯
並
び
が
悪
い
・
歯
が
抜
け
て

い
る
場
合
、
空
気
が
抜
け
た
音
に

な
る
な
ど
聞
き
に
く
く
な
る
。

③ 

表
情
を
作
り
出
す

　

笑
う
、
怒
る
、
泣
く
と
い
っ
た

感
情
を
表
現
す
る
際
に
、
特
に
口

周
り
の
筋
肉
や
歯
ぐ
き
・
歯
並
び

な
ど
が
影
響
す
る
。

　

重
要
な
役
割
を
持
っ
て
い
る

歯
で
す
が
、
む
し
歯
や
歯
周
病

（
細
菌
の
感
染
等
に
よ
り
起
こ
る

炎
症
性
の
疾
患
。
症
状
は
歯
ぐ
き

の
腫
れ
・
退
縮
、
出
血
な
ど
）
に

な
る
と
役
割
が
果
た
せ
な
く
な

る
だ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

● 

虚
血
性
心
疾
患

　

歯
周
病
の
原
因
と
な
っ
た
細
菌

が
血
液
中
に
入
り
、
心
臓
周
辺
の

血
管
で
血
の
塊

か
た
ま
りが
で
き
や
す
い
。

● 

誤ご

嚥え
ん

性
肺
炎

　

気
管
に
入
っ
た
唾
液
中
の
細
菌

が
肺
に
感
染
し
て
起
き
る
。
飲
み

込
み
が
悪
く
な
る
と
、
気
管
に
入

り
や
す
く
な
り
、
肺
炎
を
引
き
起

こ
し
や
す
い
。

● 

早
産
・
低
体
重
児
出
産

　

歯
周
病
の
原
因
と
な
っ
た
細
菌

が
血
液
中
に
入
り
込
み
、
血
流
に

の
っ
て
子
宮
に
到
達
す
る
と
子
宮

の
収
縮
を
引
き
起
こ
し
て
早
産
等

に
つ
な
が
る
可
能
性
が
あ
る
。

● 

糖
尿
病

　

歯
周
病
に
な
っ
て
い
る
所
で
は

サ
イ
ト
カ
イ
ン
と
い
う
炎
症
物
質

が
作
ら
れ
る
。
あ
る
種
の
サ
イ
ト

カ
イ
ン
は
イ
ン
ス
リ
ン
の
働
き
を

邪
魔
す
る
働
き
が
あ
る
為
、
血
糖

値
が
下
が
り
に
く
く
な
り
、
糖
尿

病
を
引
き
起
こ
す
こ
と
が
あ
る
。

　

歯
み
が
き
の
ポ
イ
ン
ト
は
、

歯
だ
け
で
な
く
歯
と
歯
ぐ
き
の

境
目
も
し
っ
か
り
と
ブ
ラ
ッ
シ

ン
グ
し
て
い
く
こ
と
が
大
切
で

す
。
歯
と
歯
の
間
は
ブ
ラ
ッ
シ

ン
グ
だ
け
で
は
な
か
な
か
歯
垢

を
落
と
し
き
れ
な
い
た
め
、
歯

間
ブ
ラ
シ
や
糸
よ
う
じ
（
デ
ン

タ
ル
フ
ロ
ス
）
を
利
用
す
る
と

よ
り
効
果
的
で
す
。

　

ま
た
、
病
院
等
の
定
期
健
診

と
同
じ
よ
う
に
歯
科
医
院
で
も

歯
科
健
診
を
受
け
、
早
期
発

見
・
早
期
治
療
を
し
て
い
く
こ

と
も
、
健
康
な
歯
・
口
を
保
つ

こ
と
に
つ
な
が
り
ま
す
。

　

こ
の
機
会
に
是
非
、
歯
科
健

診
を
う
け
て
み
て
は
い
か
が
で

し
ょ
う
か
。

　

障
が
い
の
あ
る
ス
ポ
ー
ツ
選

手
の
姿
や
、
障
が
い
の
あ
る
人

が
描
い
た
絵
画
を
目
に
し
て
、

「
障
が
い
が
あ
る
の
に
え
ら
い

な
ぁ
」
な
ど
と
感
心
し
た
こ
と

が
あ
り
ま
せ
ん
か
？
そ
う
思
う

根
底
に
は
、「
障
が
い
者
は
○

○
で
あ
る
、
障
が
い
者
だ
か
ら

○
○
」
と
い
う
先
入
観
が
あ
る

の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
努

力
を
認
め
て
労
る
気
持
ち
は
勿

論
で
す
が
、
障
が
い
者
だ
か
ら

で
は
な
く
、
一
人
の
人
間
と
し

て
認
め
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

　

だ
れ
も
が
、
い
つ
も
健
康
で

い
ら
れ
る
と
は
限
り
ま
せ
ん
。

生
ま
れ
た
と
き
か
ら
障
が
い
が

あ
る
人
、
病
気
や
事
故
で
障
が

い
者
に
な
る
人
、
ま
た
、
目
に

見
え
る
障
が
い
と
見
え
な
い
障

が
い
な
ど
、
一
概
に
障
が
い
者

と
い
っ
て
も
そ
の
状
況
は
様
々

で
す
。
こ
こ
で
忘
れ
て
な
ら
な

い
の
は
、
障
が
い
者
は
特
別
な

存
在
で
は
な
い
と
い
う
こ
と
で

す
。「
か
わ
い
そ
う
な
」
存
在

で
も
、「
頑
張
ら
な
く
て
は
な

ら
な
い
」
存
在
で
も
あ
り
ま
せ

ん
。
障
が
い
の
あ
る
、
な
い
に

と
ら
わ
れ
ず
、
一
人
の
人
間
と

し
て
相
手
の
立
場
に
立
っ
て
考

え
て
み
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

問 

住
民
福
祉
課　

人
権
同
和
啓
発
係

☎
（
62
）
１
１
１
１　

内
線
１
３
１

お
口
の
健
康

気
を
つ
け
て
い
ま
す
か
？

障
が
い
者
の
人
権

こ
こ
ろ
の

バ
リ
ア
フ
リ
ー
を

後期高齢者被保険者の方へ
● 平成 27 年度の保険料
　保険料は２年ごとに見直しで、熊本県内で均一です。
　　【均等割額】４７，９００円　　【所得割率】９．２６％

● 保険料軽減対象者が拡大されます！
　所得が低い方や被用者保険加入者に扶養されていた方の
保険料は、継続して軽減されます。

【均等割額の軽減】

【所得割額の軽減】   被保険者の総所得金額等が、
「基礎控除（33 万円）＋ 58 万円」を超えない人は
保険料の所得割額が５割軽減されます。

【被扶養者の軽減】後期高齢者医療制度の加入直
前に、被用者保険（市町村国保、国保組合は対象外）
の被扶養者であった被保険者については、特例措置
として均等割額が９割軽減されます。

★保険料は、特別徴収（年金からの差し引き）又は
　普通徴収（納付書又は口座振替）で納入できます。

歯
や
口
の
役
割
と
は

ど
ん
な
人
も

社
会
の
中
で

共
に
生
き
る
仲
間

健
康
講
座

む
し
歯
や
歯
周
炎
に
な
ら
な
い
た
め
に

体
に
こ
ん
な
影
響
も
！

歯
磨
き
で
予
防
を

問 
健
康
推
進
課

　
　
　

健
康
推
進
係

☎
（
62
）
１
１
１
１

　
　
　
　

内
線
１
２
５

世帯内の被保険者と世帯主の前年の
総所得金額などの合計額 軽減割合

世帯内の被保険者全員が年金収入
８０万円以下（その他各種所得なし） ９割軽減

上記以外の人 ８．５割軽減

３３万円＋
 （２６万円×世帯の被保険者数）以下 ５割軽減

３３万円＋
 （４７万円×世帯の被保険者数）以下 ２割軽減

３３
万
円
以
下

拡
大

問 健康推進課　国民健康保険係
　　☎ 62-1111　内線 127・128

拡
大

（ 平成２４年７月９日時点 ） 有効期間
外国人登録証明書の次回確認

（切替）申請期間の始期とさ
れる誕生日が平成２７年７月
８日までに到来する人

平成２７年
７月８日
まで

外国人登録証明書の次回確認
（切替）申請期間の始期とさ
れる誕生日が平成２７年７月
９日以降に到来する人

当該誕生日
まで

１６歳未満であった人 １６歳の
誕生日まで

16
歳
以
上
で
あ
っ
た
人

危険信号を見逃さずに！ 山の斜面や川の流れなど事前に危険信号と思
われる変化がキャッチできます。

□ 

井
戸
水
が 

　

 

に
ご
っ
た
□ 

地
鳴
り
が

　

 

す
る

□ 

わ
き
水
が 

　

 

止
ま
っ
た
□ 

わ
き
水
が

　

 

増
え
た

□ 

亀
裂
が

　

 

走
っ
た

□ 

石
が

　

 

落
ち
て
き
た

□ 

川
が

　

 

に
ご
っ
た
□ 

水
位
が

　

 

下
が
っ
た
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件　　　名 内　　　容 申込締切日 お申し込み

（公財）阿蘇地域振興局デザインセンター職員募集 事務職 1 名募集／契約期間 3 年
（高等学校以上を卒業した者）  ～ 6 月 25 日 阿蘇地域振興局デザインセンター（☎ 0967-22-4801）

阿蘇郡市民体育祭「ボウリング」競技参加者募集 7 月 11 日 19 時～／菊陽ボウリングセンター  ～ 7 月 6 日 阿蘇郡市ボウリング協会（南利）（☎ 090-7980-7783）
平成 27 年度調理師試験案内 8 月 27 日／県立大学 6 月 15 ～ 19 日 保健所又は県庁健康づくり推進課（☎ 096-333-2252）
第 1 種、第 2 種衛生管理者・潜水士免許試験案内 8 月 23 日／崇城大学 6 月 22 日～

7 月 6 日
熊本県労働基準協会（☎ 096-245-7821）

1 級、2 級ボイラー技士免許試験案内 日本ボイラ協会熊本支部（☎ 096-362-7775）
無料登記相談所開設（予約制） 6 月 18 日 10 時 30 分～ 15 時／阿蘇市役所 熊本地方法務局阿蘇大津支局（☎ 096-293-2272）

家庭トラブル 110 番無料相談会 6 月 21 日 10 時～ 16 時
面談／県司法書士会館　電話相談／☎ 096-364-0800 司法書士　高橋愛子（☎ 096-381-8777）

募集・試験案内等の情報をお知らせします 

肥
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）  
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町発注工事と業務委託契約状況   3月11日～4月1日（一部） ※ 入札（随意契約を含む）を行ったすべてを記載しています。（10 万円以上）

番号 担当課 入札日
又は契約日 工事（業務委託）名 工　　期 契約相手 請負代金

1 健康推進課   3 月 13 日 介護保険制度改正に伴うシステム改修業務委託 3 月13日～平成 29 年 3 月 31 日 ( 株 ) ＲＫＫコンピューターサービス 946,080 円
2 建設課   3 月 19 日 豪雨災害復旧事業実施設計業務委託 3 月 19 日～ 3 月 30 日 ( 株 ) 福永測量設計 1,123,200 円
3 農林政策課   3 月 24 日 横山地区用水路整備工事（付帯工）単独費 3 月 30 日～ 3 月 31 日 ( 有 ) 佐藤建設 3,310,398 円
4 健康推進課   3 月 24 日 高森町地域包括支援センターシステム改修業務委託 3 月24日～平成 29 年 3 月 31 日 ( 株 ) パシフィックシステム 756,000 円
5 健康推進課   3 月 31 日 健康管理システム保守契約 4 月 1 日～平成 28 年 3 月 31 日 ( 有 ) ＦＣＬ 706,320 円
6 健康推進課   3 月 31 日 予防接種業務委託 4 月 1 日～平成 28 年 3 月 31 日 阿蘇郡市医師会 7,459,000 円
7 健康推進課   3 月 31 日 在宅当番医制事業委託 4 月 1 日～平成 28 年 3 月 31 日 阿蘇郡市医師会 396,000 円
8 農林政策課   4 月   1 日 農家台帳システム保守委託業務契約 4 月 1 日～平成 28 年 3 月 31 日 ( 株 ) 両備システムズ 324,000 円
9 農林政策課   4 月   1 日 「大型捕獲罠システム一式」メンテナンス契約 4 月 1 日～平成 28 年 3 月 31 日 ( 株 ) Ｊ－ｂｏｔ 184,500 円
10 議会事務局   4 月   1 日 議場放送設備点検業務 4 月 1 日～平成 28 年 3 月 31 日 ( 株 ) セキュリティ九州 100,440 円
11 議会事務局   4 月   1 日 高森町議会会議録作成委託業務 4 月 1 日～平成 28 年 3 月 31 日 ( 株 ) アクセス 1,834,272 円
12 建設課   4 月   1 日 町営水道施設水質検査業務委託契約 4 月 1 日～平成 28 年 3 月 31 日 ( 株 ) 再春館安心安全研究所 4,301,532 円
13 建設課   4 月   1 日 町営水道施設塩素滅菌設備維持管理業務委託契約 4 月 1 日～平成 28 年 3 月 31 日 水研化学工業 ( 株 ) 1,296,000 円
14 建設課   4 月   1 日 高森町簡易水道施設管理委託契約（高森・色見地区） 4 月 1 日～平成 28 年 3 月 31 日 ( 有 ) 高森電気設備 507,600 円
15 建設課   4 月   1 日 高森町簡易水道施設管理委託契約（草部・野尻地区） 4 月 1 日～平成 28 年 3 月 31 日 西田建設 ( 株 ) 1,064,880 円
16 税務課   4 月   1 日 地方税電子申告支援サービス利容契約 4 月 1 日～平成 28 年 3 月 31 日 ( 株 ) ＴＫＣ 848,880 円
17 住民福祉課   4 月   1 日 戸籍総合システム機器保守業務 4 月 1 日～平成 28 年 3 月 31 日 ( 株 )RKKCS ソフト 324,000 円
18 住民福祉課   4 月   1 日 戸籍総合システム保守業務 4 月 1 日～平成 28 年 3 月 31 日 ( 株 )RKKCS ソフト 2,138,400 円
19 住民福祉課   4 月   1 日 戸籍総合システム基本ソフト使用契約 4 月 1 日～平成 28 年 3 月 31 日 ( 株 )RKKCS ソフト 388,800 円
20 住民福祉課   4 月   1 日 住基ネット機器保守業務 4 月 1 日～平成 28 年 3 月 31 日 ( 株 ) ＲＫＫコンピューターサービス 825,552 円
21 住民福祉課   4 月   1 日 住基ネットシステムプログラム修正対応業務 4 月 1 日～平成 28 年 3 月 31 日 ( 株 ) ＲＫＫコンピューターサービス 324,000 円
22 住民福祉課   4 月   1 日 住基ネットシステムサポート業務 4 月 1 日～平成 28 年 3 月 31 日 ( 株 ) ＲＫＫコンピューターサービス 531,360 円
23 政策推進課   4 月   1 日 住民情報データ放送サービス「デタポン」放送料 4 月 1 日～平成 28 年 3 月 31 日 ( 株 ) 熊本放送（RKK） 756,000 円
24 健康推進課   4 月   1 日 国保実績調交システム保守業務委託 4 月 1 日～平成 28 年 3 月 31 日 ( 株 ) ＫＩＳ 216,000 円
25 健康推進課   4 月   1 日 保健指導システム使用許諾契約 4 月 1 日～平成 28 年 3 月 31 日 ( 株 ) ウェルクル 243,000 円
26 健康推進課   4 月   1 日 国保ヘルスアップ事業業務委託 4 月 1 日～平成 28 年 3 月 31 日 ( 株 ) ウェルクル 1,425,060 円
27 健康推進課   4 月   1 日 高森町地域包括センター業務委託料 4 月 1 日～平成 28 年 3 月 31 日 ( 福 ) 高森町社会福祉協議会 5,558,701 円
28 健康推進課   4 月   1 日 介護保険認定システム保守委託料 4 月 1 日～平成 28 年 3 月 31 日 西日本電信電話株式会社熊本支店 329,839 円
29 健康推進課   4 月   1 日 地域包括支援センターシステムリース 4 月 1 日～平成 28 年 3 月 31 日 カシオリース ( 株 ) 207,270 円
30 健康推進課   4 月   1 日 予防接種広域化業務委託 4 月 1 日～平成 28 年 3 月 31 日 熊本県医師会 9,344,000 円
31 健康推進課   4 月   1 日 妊婦健康診査業務委託 4 月 1 日～平成 28 年 3 月 31 日 熊本県医師会 4,410,000 円
32 教育委員会   4 月   1 日 スクールバス運行管理業務委託（高森東中校区） 4 月 1 日～平成 28 年 3 月 31 日 ( 有 ) くさむらタクシー 24,509,628 円
33 教育委員会   4 月   1 日 スクールバス運行管理業務委託（高森中校区） 4 月 1 日～平成 28 年 3 月 31 日 九州中央観光バス ( 有 ) 19,224,000 円
34 教育委員会   4 月   1 日 高森町学校ＩＣＴ支援業務委託 4 月 1 日～平成 28 年 3 月 31 日 クダーラボ 2,400,000 円
35 財産管理課   4 月   1 日 高森町湧水館の管理に関する業務委託 4 月 1 日～平成 28 年 3 月 31 日 高森町農業用水供給事業代表者会 2,173,000 円
36 財産管理課   4 月   1 日 高森湧水トンネル公園屋外公衆トイレ（3 棟）清掃委託 4 月 1 日～平成 28 年 3 月 31 日 ( 福 ) 立正福祉会　高森寮 857,000 円
37 財産管理課   4 月   1 日 高森湧水トンネル公園入園料収納事務委託 4 月 1 日～平成 28 年 3 月 31 日 高森町観光協会 3,100,000 円
38 財産管理課   4 月   1 日 高森湧水トンネル巡回点検及び公園清掃委託 4 月 1 日～平成 28 年 3 月 31 日 高森町観光協会 500,000 円
39 財産管理課   4 月   1 日 高森駅公衆トイレ清掃管理委託 4 月 1 日～平成 28 年 3 月 31 日 南阿蘇鉄道 ( 株 ) 360,000 円
40 財産管理課   4 月   1 日 阿蘇登山道の管理委託 4 月 1 日～平成 28 年 3 月 31 日 山鳥壮年会 110,000 円
41 財産管理課   4 月   1 日 九州自然歩道草刈委託 4 月 1 日～平成 28 年 3 月 31 日 上在牧野組合外 6 件 496,000 円
42 財産管理課   4 月   1 日 高森峠 ･ 千本桜公衆トイレ清掃委託 4 月 1 日～平成 28 年 3 月 31 日 ( 福 ) 立正福祉会　高森寮 352,500 円
43 財産管理課   4 月   1 日 河原総合センター管理委託 4 月 1 日～平成 28 年 3 月 31 日 森　政隆 100,000 円
44 財産管理課   4 月   1 日 高森湧水トンネル公園樹木等剪定草きり委託 5 月11日～平成 28 年 3 月 25 日 竹内緑地 895,320 円
45 総務課   4 月   1 日 消防用設備点検業務委託 4 月 1 日～平成 28 年 3 月 31 日 ( 株 ) 雄光 798,120 円
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実施
地域名 実施予定時期 申込

期限

沿海地方   9月29日
　～10月  6日   6月16日

インドネシア 10月15日
　～10月23日

  6月30日

ウズベキスタン   7月  7日

硫黄島
( 第 1 次 )

11月10日
　～11月11日   7月24日

北ボルネオ 12月  3日
　～12月10日   8月25日

パラオ   1月26日
　～  2月  3日 10月  6日

フィリピン   2月17日
　～  2月26日 10月13日

硫黄島
( 第 2 次 )

  2月23日
　～  2月24日 10月30日

平成 27 年度
政府主催慰霊巡拝の実施

　事前にお問い合わせの上、県
社会福祉課（☎ 096-333-2199）
へ申込書の提出をお願いします。

広報たかもり（9）



おくやみもうしあげます ４月受付分 （敬称略） 高森カレンダー

■ ７月４日（土）
　　　～７月７日（火）
■ 午前９時～午後８時
■ 高森湧水トンネル公園

■ ７月　５日（日）
　 ７月２６日（日）の２日間
■ 午前１０時～　※ 数 回
■ 高森湧水トンネル公園

住 　 所 死 亡 者 年 　 齢 ご 遺 族

高　森（　森　） 重野　武彦 ８０歳 重野新一郎

高　森（村　山） 興呂木ワカヱ ９７歳 興呂木正人

永野原（小楢木） 安藤　健一 ８１歳 安藤フイ子

色　見（井　上） 住吉　早美 ９６歳 住吉　早雄

高　森（旭　通） 佐藤　守一 ７７歳 佐藤　幸

月 日 病 ・ 医 院 名 電 話 番 号

６月 21 日 渡邊内科 ☎ 0967（67）1777

６月 28 日 渡邉総合内科クリニック ☎ 0967（65）2201

７月   5 日 虹の里クリニック ☎ 096（279）1207

７月 12 日 阿蘇立野病院 ☎ 0967（68）0111

の
ご
寄
付

（ 敬称略・順不同 ）

香典返し
重野新一郎 金瀨　丈夫

山村　貞子（高森町） 田上　満則（山都町）

■町社会福祉協議会へ

■広報寄付

愛

診療は午前９時から午後５時まで

人口／６，８７０人　　（＋７）

男性／３，２７６人　　（＋７）

女性／３，５９４人　　（±０）

世帯／２，８７５世帯　（＋１７）

まちの

　（対前月末）

人口

平成 27 年４月 30 日現在

広 報 平成 27 年 6 月 8 日発行
発　行／高森町　　編　集／たかもりポイントチャンネル事務局
〒 869-1602　熊本県阿蘇郡高森町大字高森 2168 番地

TEL 0967-62-1111　 FAX 0967-62-1174
http://www.town.takamori.kumamoto.jp/
印　刷／株式会社　有明印刷

６

６
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編
集
後
記

６月１６日～７月１５日

June

July

月

月

17 ㊌
プレママ料理教室 10:00 ～ 高森総合センター　和室
議会６月定例会
（提案、説明、質疑、付託） 10:00 ～ 高森町役場　議場

18 ㊍ 移動子育てひろば 10:00 ～ 草部総合センター

23 ㊋ 議会６月定例会
（一般質問） 10:00 ～ 高森町役場　議場

24 ㊌ 議会６月定例会
（委員長報告、採決） 10:00 ～ 高森町役場　議場

25 ㊍ 移動子育てひろば 10:00 ～ 朋遊館

26 ㊎ 年金相談 10:00 ～ 高森総合センター　中会議室

2 ㊍ 移動子育てひろば 10:00 ～ 草部総合センター

4 土　
～  　
7 ㊋

第 20 回
高森湧水トンネル
「納涼七夕まつり」

  9:00 ～ 高森湧水トンネル公園

4 土 七夕書道展表彰式 10:00 ～ 湧水館

5 日 ヤマメのつかみ取り
大会 10:00 ～ 高森湧水トンネル公園

9 ㊍ 移動子育てひろば 10:00 ～ 朋遊館

14 ㊋ 3 ～ 4 か月児健康診査 13:00 ～ 高森総合センター　和室

第 20 回高森湧水トンネル「納涼七夕まつり」

ヤマメのつかみ取り大会

▶配布する短冊に願い事を書  
いてトンネル内の笹に飾り付
ける伝統行事の体験
▶地元特産品の販売
▶小中学校七夕書道展
▶七夕飾りコンテストなど

　毎年恒例となっているヤマ
メのつかみ取り。７月の２日
間で開催します。
　元気に逃げまわるヤマメを
ＧＥＴしませんか？

問 高森町役場　政策推進課
☎（６２）１１１１   内線１５３

問 高森町役場　政策推進課
☎（６２）１１１１   内線１５３

平成27年6月8日発行 670号 （10）
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